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概要：グーテンベルグの印刷技術革命以来、500 年にわたる紙の書籍の全盛期に終止符が打た
れ、代わって電子書籍の興隆期が訪れようとしている今、「電子書籍」とは何か、その「電子
書籍」の基となる「書籍」とは何かを歴史を遡って検証した。その結果は次のとおりである。
第一に、「電子書籍」という言葉は、1998 年ごろ、米国で「eBook」という言葉が誕生し、そ
れを翻訳して誕生したと考えられる。現在は、「紙の書籍の電子版」という意味で使われてい
るが、今後、「電子書籍」のマルチメディア化、クラウド化が進み、元々の意味とは大きく異
なってくる。「書籍」の元となった「書」は、「公的に重要な事柄を書き記すこと、または書
き記したもの」の意であり、媒体は「簡」「帛」「紙」いずれを問わなかったので、「電子」に
変わるのも可であろう。「籍」は、元々「簡を束ねたもの」の意であり、「書」の媒体として、
「紙」よりも長い歴史を持っていた。「籍」は、「編集」という言葉を生んだことから窺える
ように、情報を取捨選択し、並べ替え、「書」に纏め上げてゆく機能を備えた、優れた記録媒
体であった。この「籍」の機能は、今後の「電子書籍」に活かされてゆくであろう。中国語
の「本」には「書籍」という意味はない。両者が同義になったのは日本の歴史の中において
である。写本の「手本」「原本」という意味から同一視され、江戸時代に「読本」「滑稽本」「洒
落本」などの庶民向けの「本」が広く流通したことによって定着した。「電子書籍」もまた、
この「本」の「軽み」と庶民的なエネルギーを引き継いでゆくことが重要である。 
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１．問題提起 
 インターネットの発達にともない、紙の書籍市
場が縮小し、電子書籍市場が拡大する傾向が強ま
っている。2009 年にはアマゾン Kindle が米国を
中心に電子書籍の一大ブームを巻き起こし、2010
年 に は ア ッ プ ル が iPad の 発 売 と 同 時 に
iBookstore をオープンした。グーグルが、Google 
Editions を開始するのも時間の問題である。こう
して、世界一のオンライン書店アマゾン、世界一
のコンテンツ配信実績を持つアップル、世界一の
検索サービスであるグーグルが参入することで、
電子書籍市場の本格的な普及期が訪れることは間
違いない。 
 さて、こうして今、グーテンベルグの印刷技術
革命以来、500 年にわたる紙の書籍の全盛期に終
止符が打たれ、代わって電子書籍の興隆期が訪れ
ようとしているわけであるが、電子書籍とは何か、 
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その定義はいまだ厳密になされておらず、また
時々刻々と変化している。 
 そこで本稿では、まず、「電子書籍」とは何かを
歴史を振り返って検証し、次にその電子書籍の基
となる「書籍」とは何かをさらに歴史を遡って検
証し、「電子書籍」の定義とは何であり、それは今
後どのように変遷していく可能性があるのかを考
察したい。 
 なお、本稿で扱う「電子書籍」は、書店等で販
売されている一般書籍の電子版に限定し、それ以
外の雑誌、学会誌、専門性の高い学術書、教科書
等の電子版はここでは扱わない。 
 
２．「電子書籍」という言葉の誕生 
 「電子書籍」という言葉は、いつごろどのよう
にして誕生したのであろうか？ 歴史的に明らか
なことは「電子書籍」という言葉が誕生する前に、
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「電子出版」という言葉が誕生していたというこ
とである。 
 1986 年 7 月 1 日に「日本電子出版協会」が設立
されたが、その発足を報じる 1986 年 7 月 9 日付け
「日経産業新聞」の記事は、「高度情報社会での出
版業の地位を確保するために、エレクトロニクス
技術を利用した新媒体への対応を研究しようと、
出版各社が集まり、「日本電子出版協会」が発足し
た。スタート時点の会員は小学館、新潮社、有斐
閣、三省堂など二十二社。会長には前田完治三修
社社長が就任。今後、二カ月に一回定例会を開く
ほか、ソフトウェア、ハードウェア、著作権、流
通など七つの専門委員会を設置、CD-ROM（コンパ
クトディスクを利用した読み出し専用メモリー）、
オンラインデータベースなどを利用した出版事業
の可能性を検討する。」と記載している 1)。 
 この記事から窺えることは、「日本電子出版協
会」設立の目的は、「エレクトロニクス技術を利用
した新媒体への対応を研究」することであり、具
体的には「CD-ROM（コンパクトディスクを利用し
た読み出し専用メモリー）、オンラインデータベー
スなどを利用した出版事業の可能性を検討する」
ことであった。「日本電子出版協会」の初代会長に、
発足前年の 1985 年 10 月 1 日に日本初の CD-ROM
版『最新科学技術用語辞典』を発売した三修社の
前田完治社長が就任していることも、「電子出版＝
CD-ROM、オンラインデータベースなどエレクトロ
ニクス技術を利用した新媒体による出版事業」で
あったことの証左と考えられる。 
 湯浅俊彦は「日本における電子書籍の動向と公
共図書館の役割」において、「「電子書籍」を含む
概念として「電子出版」があるが、この言葉は日
本の出版業界においては大きく分けて 5 種類の意
味で使われてきた経緯がある。」と述べ、「第 1 に、
電子出版は、1980 年代から本や雑誌を編集する過
程を電子化する意味で使われていた。DTP（デスク
トップ・パブリッシング）ということばが盛んに
使われ始め、CTS（電算 写植システム）による文
字情報のデジタル化とスキャナなどを使った画像
情報のデジタル化によって編集の電子化が進展し、
そのことを電子出版と呼んでいた。」2)と述べてい
る。これによれば、「電子出版」という言葉は、CTS
（電算写植システム）による書籍の組版工程の電
子化や、Macintosh・LaserWriter・PageMaker の
組み合わせによって誕生したオフィス・ドキュメ
ントの内製化といった、最終出力が紙媒体である
ものまで含むことになるが、もし、「電子出版」と
いう言葉が、既にそのような「編集過程の電子化」
として広く周知されていたとすれば、そのことと、
「日本電子出版協会」が、あえて「日本電子出版
協会」という名称の業界団体を設立し、「電子出版
＝CD-ROM、オンラインデータベースなどエレクト
ロニクス技術を利用した新媒体による出版事業」
という定義付けをしたことは矛盾するのではない
だろうか？ なぜなら、新たに「電子出版」とい
う言葉を冠した協会を設立するということは、そ
れ以前に周知されていた常識とは異なる、なんら
かの新規性が「電子出版」という言葉に込められ
ていたと考えるほうが自然だからである。 
 CTS や DTP は「出版工程の電子化」ではあるが、
「電子的に出版する」ことではない。湯浅俊彦は
同論文において、「第 2 に、CD-ROM のようなデジ
タル化された出版コンテンツをパッケージ化した
新しい出版形態も電子出版と呼ばれた。1985 年に
日本で初めて三修社が『最新科学技術用語辞典』
を CD-ROM で出版し、1987 年には岩波書店が『広
辞苑』を CD-ROM で発売して CD-ROM 出版の認知度
が高まったのである。」3)と述べているが、厳密に
いえば、「電子出版」はこの 1985 年の CD-ROM 版『最
新科学技術用語辞典』を嚆矢とする「エレクトロ
ニクス技術を利用した新媒体による出版事業」で
あると考えられる。『電子出版クロニクル』では、
1970 年頃〜1991 年を電子出版の「黎明期」ととら
え、「電子出版の前史としてコンピュータ組版
（CTS）とデスクトップパブリッシング（DTP）の
普及があった。その下地の上に CD-ROM という魔法
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のお皿が発明された。この虹色に輝く円盤こそが
電子出版が生まれる最初の種となり、そこから生
まれたのが CD-ROM の電子辞書だった。」4)と記し
ている。 
 CD-ROM の電子辞書はその後、「半導体 ROM にデ
ータと検索エンジンを収録し、キーボードと液晶
表示画面を備えた」5)ハード、ソフト一体型の電
子辞書（IC 電子辞書）へと発展してゆく。この IC
電子辞書は、紙の辞書とは似ても似つかぬ外見を
している。「電子書籍」がどちらかというと「紙の
書籍」の体裁をできるだけ忠実に電子的に再現す
るユーザー・インターフェイスを実現しようとし
ているのに対して、「電子辞書」はある意味で対極
の方向へと発展していったと考えられる。すなわ
ち、「電子辞書」は、「辞書を引く」段階のユーザ
ー・インターフェイスにおいて、「紙の辞書」の体
裁を敢えて捨て去り、データベース検索に特化す
る方向へと発展していったわけである。もちろん、
検索結果を表示する段階になると、各項目の表示
は「紙の書籍」の体裁に近いものとなるが、「電子
書籍」における「紙の書籍」の体裁の再現が、い
わゆる「冊子体」のイメージの忠実な再現を目指
しているのに対して、「電子辞書」における「紙の
書籍」の体裁の再現は、この「冊子体」のイメー
ジの忠実な再現になっていないという違いがある。 
 1990 年 7 月 1 日には、ソニーが 8 センチ CD-ROM
規格の電子ブック「データディスクマン DD-1」を
発売している。この「電子ブック」と「電子書籍」
は似ているが、全く異なる。「電子ブック」は、ソ
ニーが提唱した8cm CD-ROMを専用キャディに収め
た電子書籍規格であり、ソニーの登録商標となっ
ていた 6)。『ブリタニカ国際大百科事典小項目版』
『小学館日本大百科全書』『広辞苑』『現代用語の
基礎知識』など 200 タイトル以上が発売されたが、
2000 年発売の「DD-S35」を最後に製造を終了し、
「電子ブック」は過去のものとなった。 
 『電子出版クロニクル』では、「黎明期」に続く
1992 年〜1996 年を「花咲くマルチメディア時代」
ととらえている。そして、「音や図形、動画などの
能力をどう活かすか、コンピュータならではの表
現＝マルチメディアというキーワードがこの時代
を動かした。」と記している 7）。このように「マ
ルチメディア」のさまざまな実験的試みがなされ
たということが、「電子出版」のもうひとつの特徴
的な傾向である。それは、そのまま今日の新しい
タイプの「電子書籍」、すなわちマルチメディア表
現を備えた「電子書籍」へと繋がっていると考え
られる。 
 さて、このように主として CD-ROM をベースにし
た「電子出版」に転機をもたらしたのは、1996 年
以降に本格に普及し始めたインターネットである。
そして、このインターネットの普及とともに「電
子書籍」という言葉が誕生するわけであるが、調
査をしてみた結果、インターネットの普及ととも
に、直ちに「電子書籍」という言葉が誕生したの
ではないということが分かった。 
 日本で最初に電子書籍の販売を始めたのは、
1995 年 11 月に株式会社フジオンラインシステム
（現：株式会社パピレス）がサービスを開始した
「電子書店パピレス」である。当時はまだインタ
ーネットが本格的に普及しておらず、パソコン通
信を通じてのダウンロード販売が中心であった。
「電子書店パピレス」が、インターネットでサー
ビスを開始したのは翌 1996 年 12 月からであった
が、最初から「電子書籍」という言葉を使ってい
たわけではなかった。Internet Archive に保存さ
れている「電子書店パピレス」の過去の Web ペー
ジのうち、最も古いのは 1997 年 3 月 29 日のもの
であるが、当時は「パピレスは、従来の書店と大
きく違い、電子化された本をダウンロードして読
んでいただくというシステムです。」というように、
「電子化された本」という表現を使っており、「電
子書籍」という表現は使っていない 8)。すなわち、
まだ「電子書籍」という言葉は誕生していなかっ
た、あるいはまだ一般化する段階ではなかったと
考えられる 9)。 
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 では、この「電子書籍」という言葉はいつごろ
から使われ始めたのであろうか？ 
 日本電子出版協会の「日本電子出版関連年表」
10)によれば、それは 1998 年ごろであると考えら
れる。同年表における初出は、1998 年 5 月 1 日の
「グーテンベルク 21 がインターネットで電子書
籍の販売開始」という項目である 11)。次いで、
1998 年 9 月 1 日に「電子書籍コンソーシアム」に
関する項目が記載されている。 
 「1998 年 9 月 1 日 通信衛星を使ってデジタル
化された本を配信、読者は自宅のパソコンや専用
の「電子書籍」携帯端末で読む——出版社や書店、
コンビニエンスストア、配信会社、携帯メーカー
等、内外の多数の企業が参加して、通信カラオケ
に似たシステムで本を配信する「ブックオンデマ
ンドシステム総合実証実験」がスタートする。参
加企業でつくる実験主体の「電子書籍コンソーシ
アム」では、政府に対し 98 年度補正予算での措置
を講じるよう申請中で、100 億円規模の実験とな
る見込み。」とある。 
 この「電子書籍コンソーシアム」の英語表記は
「eBook Japan」となっている。1998 年ごろとい
うのは、ちょうど「e-Commerce（E コマース／電
子商取引）」とか「e-Government（電子政府）」と
いったように語頭に「e=electronic」を付けるこ
とで「インターネットを通じた電子的な」という
意味を付与する言葉を造ることが盛んに行われた
時期である。したがって、そうした傾向の中で、
まず初めに米国で「eBook」という言葉が誕生し、
それを翻訳する形で、日本で「電子書籍」という
言葉が広く一般に使われるようになったと考えら
れるのではないだろうか？ 
 英語版の Wikipedia で「eBook」を調べてみると、
「Timeline（年表）」で「eBook」が初出するのは
やはり 1998 年である 12)。それ以前は、「digital 
book」と表記されている。これも、「eBook」とい
う言葉が 1998 年に誕生したということの、ひとつ
の証左と言えるであろう。 
 
３．「電子出版」と「電子書籍」の指向性の違いと
成果の違い 
 こうして「電子出版」と「電子書籍」という言
葉の定義について、その成り立ちから検証してい
くと、次のようなことがわかる。 
 「電子出版」は、「エレクトロニクス技術を利用
した新媒体への対応」という指向性を持ち、「紙の
書籍」に捕われない自由な発想で新媒体に対応し
ようとしていた。そして、その結果、「電子出版」
は「電子辞書」や「マルチメディア・コンテンツ」
といった成果を生んだ。「オンラインデータベー
ス」もまた「電子出版」のカテゴリーのひとつで
あり、「電子書籍」とは異なる方向へ発展を遂げて
いる。 
 一方、「電子書籍」は、「電子的な書籍」という
ことであり、「紙の書籍の電子版」と捉えることが
できる。「電子書籍」に対応する英語の「eBook」
を Oxford Dictionaries で調べてみると、「an 
electronic version of a printed book which can 
be read on a personal computer or hand-held 
device designed specifically for this purpose
（PC や読書用に特別に設計された携帯端末で読
むことのできる紙の書籍の電子版）」13)と記載さ
れている。まず紙の書籍があって、それを電子化
したものが「電子書籍」であるという説明である。
そして、「電子書籍」は、その言葉の成り立ちから
して、「インターネットを通じて電子的に配信され
る」という特性も備えている。 
 この「紙の書籍」の再現性、およびインターネ
ット経由の配信性というテーマを巡って、様々な
ファイル形式やリーダー、読書端末の開発がなさ
れてきた。 
 その変遷を概観すると、最初は全文テキストを
配信することを以て「電子書籍」と称するところ
から始まっている。これは、インターネットが普
及し始めた初期段階では、データ転送速度が極め
て遅く、かつ接続時間に応じて料金が加算される
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ダイヤルアップ IP 接続が一般的であったため、デ
ータ容量の大きなファイルを配信するのは現実的
ではなく、ファイルサイズが小さいテキスト形式
が選択されたものであった。 
 PC 向けのブロードバンド常時接続が普及する
につけ、「電子書籍」は大きく分けて 2 つの方向へ
分化する。 
 ひとつは、PDF 形式に代表される「紙の書籍」
のページレイアウトをそのままそっくり電子的に
再現する方向性である。PDF（Portable Document 
Format）形式は、その名が示すとおり、「電子書籍」
のためというよりは、一般的な電子文書のために
開発されたファイル形式で、2008 年に ISO の国際
標準規格（ISO 32000-1）に認定されている。どの
コンピュータ、どの OS 環境でもオリジナルのイメ
ージをほぼ忠実に再現できるのが特徴であり、し
かも、PDF ファイルは、紙に印刷するのと同じ操
作で簡単に作成することができるため、電子書籍
化は極めて容易であり、追加コストもかからない。
マルチメディア対応で、テキスト、画像、音声、
動画を扱うことができる。現在、画像入りの解説
書や雑誌、学会論文など、ページレイアウトをそ
のまま忠実に再現したい「電子書籍」の配信によ
く用いられているが、「電子書籍」の主流とはなっ
ていない。PDF 形式は、「紙の書籍」の再現性とい
うことでは申し分なく、しかも、電子化にかかる
コストも手間もほぼゼロに等しい。にもかかわら
ず、「電子書籍」の主流とはなっていない。この事
実は、「紙の書籍」のページレイアウトを忠実に再
現することが、必ずしも「電子書籍」の理想的な
姿ではないということを示している。 
 そして、「電子書籍」は、そうではない、もうひ
とつの方向性へと発展していくこととなる。その
もうひとつの方向性とは、「電子書籍」を閲覧する
端末の画面サイズおよびフォントサイズの拡大縮
小に応じて、テキストや画像などのページ構成要
素をリフロー（再流し込み）し、最適化させると
いうものである。画面サイズが小さい端末では、
「紙の書籍」のページレイアウトそのままでは大
変読みにくい。そこで、HTML や XML を独自拡張す
ることで、画面サイズに応じてリフローするとと
もに、ユーザーが読みたいフォントサイズに拡大
縮小するごとにリフローするタイプの「電子書籍」
が開発されたのであった。現在では、このリフロ
ー型の「電子書籍」のほうが主流となってきてい
る。 
 日本におけるリフロー型の代表例は、ドットブ
ック形式と XMDF 形式である。 
 ドットブック（.book）形式は、ボイジャーが
XHTML をベース独自開発したファイル形式で、リ
ーダーは T-Time 5.5 である。T-Time 5.5 は、秀
英フォントを内蔵し、縦書き、ルビ、禁則処理、
外字などの日本語特有の表現を再現できるように
なっている。マルチメディア対応で、テキスト、
画像、音声、動画を扱うことができる。テキスト
検索、自動栞（レジューム）機能を備えているが、
メモ機能は備えていない。 
 XMDF（ever-eXtending Mobile Document Format）
形式は、シャープが XML をベースに独自開発した
ファイル形式で、リーダーはブンコビューアであ
る。ブンコビューアは、縦書き、ルビ、禁則処理、
外字などの日本語特有の表現を再現できるように
なっている。マルチメディア対応で、テキスト、
画像、音声、動画を扱うことができる。テキスト
検索、栞機能を備えているが、メモ機能は備えて
いない。XMDF 形式は、2009 年に IEC の国際標準規
格(MT62448)に認定されている。 
 一方、米国におけるリフロー型の代表例は、AZW
形式と EPUB 形式である。 
 AZW 形式は、アマゾンが読書端末 Kindle で採用
しているファイル形式である。オンライン書店と
してのアマゾンの集客力、および Kindle 向け電子
書籍の 70 万タイトル（2010 年 9 月 23 日発表）と
いう圧倒的な品揃えが強みであるが、加えて、ア
マゾンは iPhone、iPod touch、iPad、Windows、
Mac、BlackBerry、Android 端末でも Kindle 向け
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電子書籍を閲覧できるアプリを無償で配布し、
Kindle ユーザー以外にもユーザーを広げている。
こうした戦略が功を奏し、AZW 形式は、米国を中
心に大きなシェアを占めるに至っている。 
 Kindle は、紙と同じように光を反射する E-INK
の電子ペーパーを採用しており、できるだけ「紙
の書籍」に近い読書体験を実現しようとしている。
電子ペーパーは、今のところモノクロであり、カ
ラー表示、および動画再生はできない。特筆され
るのは、自動栞（レジューム）、栞、メモ、ハイラ
イト機能を備えており、Whispersync 機能によっ
て、Kindle および Kindle アプリ対応端末間で自
動的に同期するようになっていることである。加
えて、他の人がどこにマーカーを引いたかがわか
るポピュラー・ハイライト機能を備えており、他
者と読書体験を共有するいわゆるソーシャル・リ
ーディングの萌芽が見られるのも特徴である。 
 一方、EPUB（electronic publication）形式は、
米 国 の 電 子 書 籍 標 準 化 団 体 で あ る IDPF
（International Digital Publishing Forum）が
策定をしているフリーかつオープンなファイル形
式である。EPUB 形式は、2007 年 9 月に ver.1.0
が公開され、2010 年 7 月に ver.2.01 が公開され
ている。ベースとなっているのは XHTML1.1 で、こ
れにオフラインでも閲覧でき、DRM（Digital 
Rights Management  ）をかけられるような拡張を
加 え て い る 。 ス タ イ ル シ ー ト と し て CSS2
（Cascading Style Sheets 2）、ビットマップおよ
び SVG1.1（Scalable Vector Graphics 1.1）のベ
クター画像をサポートしている。2009 年に、グー
グルが 100 万タイトル以上のパブリックドメイン
のタイトルを EPUB 形式で公開し、ソニーが読書端
末 Sony Reader のファイル形式を独自の BBeB
（Broad Band e-book）形式から EPUB 形式に切換
えた。2010 年には、アップルが iPad の発売と同
時にオープンした iBookstore で EPUB 形式を採用
し、事実上、EPUB 形式が現時点における電子書籍
のグローバル・スタンダードとなっている。 
 アップルが開発したEPUBリーダーのiBooksは、
カラー表示ができることはもちろん、指でページ
をめくるときのページのめくれ具合まで再現して
おり、「紙の書籍」の再現性という意味では、リフ
ロー型電子書籍のリーダーの中でも傑出した出来
となっている。 
 XHTMLをベースにしたEPUB形式は、もともとWeb
デザインの知識があれば簡単に作成できるもので
あったが、現在ではアドビシステムの DTP アプリ
ケーション InDesign や、アップルのワードプロセ
ッサ・アプリケーション Pages などが自動書き出
しに対応しており、誰でも簡単に電子書籍を作成
できるようになっている。 
 このようにフリーでオープンな EPUB 形式とそ
の自動作成ツールの登場、およびアップルの優れ
たトータル・ソリューション（読書に適したサイ
ズ、直感的に操作できるマルチタッチ・ユーザー・
インターフェイスの情報端末 iPad、3G+WiFi のワ
イヤレス配信経由でいつでもどこでも簡単に電子
書籍を購入できる iBookstore、そして「紙の書籍」
の再現性に優れたリーダーiBooks など）の登場は、
電子書籍の作成から配信、閲覧に至るまでのいず
れのプロセスにおいても、「電子書籍」が「紙の書
籍」を圧倒的に凌駕する可能性を示唆している。 
 では、今後、「電子書籍」はどのような発展を遂
げるのであろうか？ 
 現時点で予測できることのひとつは、「紙の書
籍」では実現不可能であった、音声、動画、イン
タラクティブ性といった、いわゆるマルチメディ
ア機能が標準仕様になっていくということである。 
 既に、アップルの AppStore の「Books」カテゴ
リーでは、マルチメディアを備えた「電子書籍」
が数多く配信されているが、それらは 1 からプロ
グラミング開発されたアプリであり、「電子書籍」
の標準仕様とはかけ離れた存在である。このマル
チメディア機能は、2011 年 5 月リリース予定の
EPUB 2.1 で実装される予定となっており、今後「電
子書籍」の標準仕様となっていくのは時間の問題
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となっている 14)。 
 もうひとつは、クラウド化である。「電子書籍」
は、個々別々にダウンロードし、個々別々に活用
するのではなく、基本的に他のさまざまな情報と
ともにクラウドに格納され、それによって、様々
な高付加価値な活用が可能になってくる。たとえ
ば、アマゾン Kindle の Whispersync 機能が示唆し
ているように、いつでもどこでもどのデバイスで
も、読書を継続し、そこから得た知見を蓄積して
ゆけるようになっていくであろう。また、ポピュ
ラー・ハイライト機能が示唆しているように、ソ
ーシャル・リーディングによる他者との知見の共
有・深化が可能になってゆくであろう。「電子書籍」
どうしのハイパーテキストリンク、あるいは「電
子書籍」と Web コンテンツとのハイパーテキスト
リンクもどんどん進んでいくに違いない。 
 そして、長尾真が電子図書館について述べてい
るように「書物を任意の単位に解体し、必要な所
だけを取り出すことが可能となる」であろう。15) 
 そうした場合、たとえば「電子書籍」は EPUB、
Web コンテンツは HTML 5 といったように、別々の
ファイル形式であり続けることの意味はなくなっ
てくる。むしろ、たとえば同じ HTML 5 なら HTML 5
に統合されていくほうが合理的であろう。 
 今後、このような形で「電子書籍」が発展して
いくのであるとすれば、「電子書籍」という言葉の
定義は、元々の「紙の書籍の電子版」というもの
とは、相当異なったものになってゆくと考えられ
る。 
 それは、「電子出版」という言葉が内包していた
「電子書籍」とは異なる指向性、すなわち、「紙の
書籍」に捕われない自由な発想で新媒体に対応す
るという指向性、具体的に言えば、「電子辞書」や
「マルチメディア」「オンラインデータベース」な
どの方向への発展とも重複してゆくことが考えら
れる 16)。 
 そして、なにより Web のファイル形式と「電子
書籍」のファイル形式の違いとは何か、Web 全体
の中で「電子書籍」はどう位置づけられるべきな
のかといったことが大きくクローズアップされて
くることが予測される。 
 こうして新たな「電子書籍」が誕生しようとし
ている今、その新しい定義を考察するためには、
そもそも「書籍」とは何か、ということについて
歴史を遡って検証することが必要となってくる。 
 というのも、「電子書籍」が「紙の書籍の電子版」
として誕生しながら、今後「紙の書籍の電子版」
ではないものに転換しようとしている以上、そも
そも「書籍」とは何であったのか、原点に立ち返
って検証する必要があるからである。 
 
４．「書籍」の定義についての歴史的考察 
 「書籍」とは何であろうか？ 『広辞苑』で引
くと「書物。本。図書。」17)と記載されている。
『大辞林』では「本。書物。図書。」18)、『デジタ
ル大辞泉』では「書物。本。図書。しょじゃく（「し
ょせき」に同じ）。」19)と記載されており、いずれ
も同義の言葉を列挙するだけで、「書籍」とは何で
あるのか、深く意味を説明しようとはしていない。
それほど、「書籍」とは自明のものなのであろう
か？ 
 ここで、同義語とされている「書籍」「書物」「本」
「図書」の 4 語のうち、「書籍」「書物」「図書」の
3 語には「書」が共通して入っており、「本」の 1
語だけが別となっている。 
 「書」が 3 語に共通していることから、「書」に
「書籍」の最も本質な意味が含まれていると考え
られる。 
 『字統』で「書」を引くと、音読みは「ショ」、
訓読みは「ふみ」「かく」とあり、続けて「［会意］
聿と者とに従う。［説文］（中略）聿は筆。者は祝
祷（旧字）を収めた器である曰（えつ）を土中に
埋め、その上を小枝や土で蓋う形で聚落の周囲に
めぐらしたお土居・土塁をいい、堵の初文である。
お土居の中に呪禁として曰を埋めた。その呪能に
よって、外部からの邪悪なものを杜絶しうるとし
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たのである。その祝祷（旧字）を収めた器の中に
おかれた呪符の文、呪禁としてしるした神聖な文
字を書という。すなわち書とは呪禁として用いる
文字、祝詞をいう。文字には呪能があり、祝詞の
もつ言魂的な力は、ここに安定的に宿るものとさ
れた。文字は言魂をその形のうちに定着させる力
をもつと考えられたのである。のち重要な盟誓や
案件をしるすこと、またしるしたものを書という。
金文の［師き鼎（しきてい）］「弘（人名）以て中
（人名）に告げて書せしむ」、［免き］「王、」のよ
うに、重要な問題を記録した文書、あるいは任命
賜与の文書を書という。これを掌るものに書史が
あった。祭祀的な文章が、なお重要なものであっ
たからである。のち文字・冊子の意となり、書は
その国の文化を荷うものとなった。また特に書法
を書といい、東洋の芸術の重要な一分野をなして
いる。わが国では書道という。」20)と記載されて
いる。 
 この記載から窺えるのは、「書」という言葉の
元々の意味は「言魂をその形のうちに定着させる
力を持つ文字」ということであり、後に「重要な
盟誓や案件をしるすこと、またしるしたもの」「重
要な問題を記録した文書、あるいは任命賜与の文
書」、すなわち「公文書」となり、そこから「文字」
「冊子」となっていったということである。 
 次に、同じく『字統』で「籍」を引くと、音読
みは「セキ」「シャ」、訓読みは「ふみ」「かきつけ」
「しるす」「かりる」とあり、続いて「［形声］（中
略）昔はほし肉、細小にして重なるものの意があ
る。それで簡片を集めたもの籍という。［説文］五
上に「簿書なり」とあり、書籍や記帳の類とする。
［左伝、昭十五年］に、晋の典籍を掌るものに籍
氏の名がある。また、［左伝、襄二十五年］に、「賦
車籍馬」とあり、車馬を登録記帳する制があった。
［周礼、夏官、大司馬］（中略）天子の位をも籍と
いい、［旬子、儒効］「天子の籍を履む」の語があ
る。のちに簡といい、秦・漢以後、晋簡に至るま
で、木簡・竹簡の類が行われた。簡札を陳籍する
ことよりして、書籍の意となる。（後略）」21)と記
載されている。 
 この記載から窺えるのは、「籍」という言葉のも
ともとの意味は「ほし肉」であり、そこから「細
かく小さなものの重なり」「簡札の小片を並べたも
の」となり、「木簡、竹簡を束ねたもの」すなわち
「書籍」となっていったということである。 
 「籍」には「記帳」の意味があったという点に
も留意すべきである。『字統』には「車馬を登録記
帳する制があった」と記載されているが、「戸籍」
という言葉が示すとおり、人もまた戸ごとに登録
記帳する制があり、それが今日まで続いてきてい
る。 
 「籍」は「木簡、竹簡を束ねたもの」の意から
「書籍」になったが、「簿書」すなわち「帳簿」で
もあった。木簡、竹簡は荷札にも広く用いられて
いたと言われているが、そうであるとすれば、次
のような使われ方をしていた可能性もあるのでは
ないか？ すなわち、送り主は荷札とともに荷物
を送り、受け主はこの荷札を荷物から切り離し、
編んで「籍」すなわち「帳簿」をつける。送り主
自身もまた、荷札の写しを作成し、これを編んで
同じく「籍」すなわち「帳簿」をつける。もし、
このような使い方をしていたとすれば、非常に正
確な「帳簿」をつけることができ、商売の促進に
役立ったであろう。 
 これはあくまで推測に過ぎないが、もし、「簡」
と「籍」がこのような使われ方をしていたとすれ
ば、それはインターネットのパケット通信の原理
にある意味でよく似た使われ方であったと考えら
れる。パケット通信の原理は、郵便小包の配送シ
ステムから発想されている。したがって、古代に
おいて郵便小包の配送システムが既に確立してい
たという意味では類似しているのも当然なのであ
るが、郵便小包の荷札＝「簡」そのものを編んで
「籍」とするシステムは、「帳簿」が「籍」から「紙」
に置き換わった段階でいったん失われている。そ
して、インターネットのパケット通信において、
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送られてきた「タグ」そのものを「パケット」の
再構築に活用する方式として復活したと考えるこ
とができるのである。 
 実際にそのような使われ方をしていたのかどう
かは定かではないが、いずれにせよ「籍」の「帳
簿」としての役割は、古代国家存立にとって極め
て重要なものであったことは間違いなく、それは
今日の「戸籍」「国籍」にまで、綿々と受け継がれ
てきている「籍」の重要な側面である。 
 では、この「書」や「籍」はいつごろ誕生し、
「籍」が「書」を著す主な媒体であった時期はい
つごろまで続いたのであろうか？ 
 現存する最古の漢字は、殷（紀元前 17 世紀〜紀
元前 11 世紀）時代に亀の腹甲や、牛・鹿の骨に刻
まれた甲骨文字であるが、この甲骨文字には、既
に筆や木簡（もしくは竹簡）を象った文字が刻ま
れているという。もし、そうであるとすれば、木
簡（もしくは竹簡）を編んだ「籍」は、甲骨より
もさらに古い時代から、「書」を著す媒体として使
われていたということになる。 
 「籍」が「書」を著す主な媒体であった時期は、
「紙」が発明され、普及した段階で終わる。 
 紙の発明は西暦 105 年、蔡倫によってなされた
とされている。その根拠となっているのは、『後漢
書』に記載された以下の条である。 
 「自古書契多編以竹簡、其用糸兼帛者、謂胃之
為紙、糸兼貴簡重、並不便於人、倫乃造意用樹膚
麻頭及敝布魚網以為紙、元興元年奏上之帝善其能、
自是莫不従用焉故天下咸稱蔡侯紙」（後漢書蔡倫
伝） 
 ここに「後漢の宦官、蔡倫が樹膚(樹の皮)、麻
頭(麻の切れ端)、敝布(麻織物のぼろ屑)、破れた
魚網を使って紙を漉き、元興元年に和帝に献上し
た」と記載されているのだが、興味深いのは、前
段の「古より書契（書きつけ）の多くは、竹簡を
以て編み、あるいは糸兼帛（絹布）を用いてこれ
を紙といったが、糸兼は貴重で簡は重く、いずれ
も不便であった」の部分である（糸兼帛の「糸兼」
は、本来は「糸」と「兼」を合わせた一字）。昔か
ら多くの「書」は竹簡を編んで作られたが、重く
て不便なものであった。一方、既に絹布による「紙」
が存在していて、それは非常に貴重なもの、高価
なものであった。これに対して、蔡倫の発明した
「紙」は、「紙」の価格破壊を行うものであり、重
たい「簡」から軽い「紙」へと、「書」のモバイル
革命をもたらすものであったと述べているわけで
ある。 
 3 世紀に入ると、「洛陽爲之紙貴（洛陽の紙価を
高める）」（『晋書』巻九十二、文苑伝）の故事成語
が「晋の左思が『三都賦』を著すと、あまりの出
来の素晴らしさにこれを筆写する人が多く、洛陽
の紙の値段が上がった」と表現しているとおり、
「紙」が「書」を著す媒体として普及してきてい
ることがうかがえる。 
 その後も「簡」「帛」「紙」が併用される時代が
続いたが、公文書で「簡」「帛」の使用を禁止し、
「紙」の使用を義務づけたのは東晋安帝の丞相桓
玄で、西暦 402 年〜403 年ごろとされている。 
 これをもって「籍」の時代の終焉とするならば、
「籍」が「書」を著す公式の媒体として用いられ
ていた時期は、少なくとも紀元前 17 世紀から紀元
5世紀初頭まで 2100年以上にわたって続いていた
ことになる。 
 そして、この時代に、「編集（「簡」を編んで集
める）」「一編（「簡」を編んだ一単位）」「一巻（巻
いた「籍」を数える一単位）」「一冊（折り畳んだ
「籍」を数える一単位）」という言葉が誕生した。 
 以上のことから、次のような結論を導き出すこ
とができる。すなわち、「書」という言葉には、元々
「公的に重要な事柄を書き記すこと、または書き
記したもの」という意味があり、媒体は「簡」「帛」
「紙」いずれを問わない言葉であった。一方、「籍」
という言葉には、元々「簡を束ねたもの」という
意味があり、「籍」は「書」の媒体として、「紙」
よりも長い歴史を持つ存在であった。 
 「書物」という言葉は、「書き記したもののうち、
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ある程度の嵩を備え「物」として認識できるもの」
という意味を持ち、「書」という言葉の持つ多義性
（書き記すこと、書き記した文字、一枚から数枚
の文書、書籍など）の中から、「書籍」であるとい
うことを特定する言葉であると考えられる。 
 そして、「図書」という言葉は、「図」すなわち
「図画」と、「書」すなわち「文字」から成る「書
籍」という意味であると考えられるが、「図書」単
体で使われるよりも、「図書館」「図書室」という
ように使われることが主であることから窺えるよ
うに、元々「図」すなわち「図画」類と、「書」す
なわち「文字」からなる「書籍」類を収集し管理
するという意味から発生してきたと考えられる。
たとえば、律令制が定めた「図書寮（ずしょりょ
う）」は、今日でいう「国立国会図書館」の機能を
果たす役所であったが、仏画、仏像の管理も行っ
ており、さらに紙・墨・筆などの製造も行ってい
た。「図書」には、単数形の「書籍」ではなく、複
数形の「書籍群」という意味合いが強いと考えら
れる。 
 
５．「本」が「書籍」と同義であるのは何故か？ 
 さて、以上のように「書籍」「書物」「図書」に
ついては、「書」が「書籍」の本義であることを論
証してきたが、「書」と「本」は、何故同義なので
あろうか？ 
 『漢語林』で「本」を引くと、音読みは「ホン」、
訓読みは「もと」とあり、「［字義］①もと。末。
（ア）ね。ねもと。草木の根。（イ）物事の大切な
部分。かなめ。中心。（ウ）はじめ（始）。おこり。
みなもと。（エ）もとい（基）。土台。「基本」（オ）
心。本性。（カ）農業。国の本となるもの。（キ）
もとで。「資本」②もとづく。もととする。もとを
たずねる。③正しい。主要な。本来の。「本義」④
ある語の上にそえて、この・その・当のなどの意
を表す接頭語。「本朝」⑤書物。書籍。「書本」⑥
草木の数をかぞえる語。⑦書物を数える語。［国］
ホン。（ア）原本。（イ）手本。模範。（ウ）ほんと
う。真実。［解字］木の根もとの部分に、その印を
加えて、もとの意味を示す」22)となっている。確
かに、「⑤書物。書籍。」と記載されているが、そ
の根拠、出典については一切触れていない。 
 そこで、中国語の「本」に「書」の意味がない
可能性があると考え、Google の翻訳サービスで確
認をしてみた。まず、中国語の「本」を日本語に
翻訳してみると「ザ」としか表示されない。そこ
で、英語に翻訳をしてみると、「①名詞 (1)origin、
(2)basis、(3)foundation、(4)source、(5)root、
(6)roots of plant、②形容詞 (1)undergraduate、
③代名詞 (1)this」と表示され、「book」とは一切
表示されないのである。因に、「書」は「①名詞 
(1)book、 (2)letter、 (3)script、 (4)style of 
calligraphy ②動詞 (1)write」、「籍」は①名詞 
(1)membership 、 (2)book 、 (3)register 、
(4)registry 、 (5)hometown 、 (6)record 、
(7)birthplace、(8)native land、(9)roll」、「書
籍」は「①名詞  (1)books、 (2)literature、
(3)works」というように「book」の意味が表示さ
れている 23)。 
 以上のことから推測されるのは、「本」が「書」
と同義になったのは、日本においてではないかと
いうことである。 
 そこで、奈良時代の『古事記』（712 年）、平安
時代中期の『源氏物語』（1001 年頃）、鎌倉時代末
期の『徒然草』（1330 年頃）、そして明治維新直後
の『学問のすゝめ』（1872 年）において、「書」「籍」
「本」がどのように使われているかを調べること
にした。 
 『古事記』は、「古事記原文」24)のサイトに記
載された原文をまとめ、検索してみた。全文が掲
載されているわけではないので、あくまで参考程
度であるが、「書」は 1 例、「籍」は 0、「本」は 11
例という結果であった。 
 「書」は、「史不絶書（史は絶えず書き記し）」
と記載され、「書籍」の意味ではない。 
 「本」は、「因本教（古くからの言い伝えにより）」
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「帝紀及本辭（この帝紀と本辞は）」「隨本不改（も
とのままで改めなかった）」「坐香山之畝尾木本（香
久山の木の本にいる）」「次著御刀本血亦（次に御
剣の本に付いた血が）」というように、「木の根本
の部分に、その印を加えて、もとの意味を示す」
という解字どおりの意味で用いられている。 
 次に『源氏物語』は、「GENIJI-MONOGATARI」25)
のサイトに記載された「翻刻資料（架蔵本）」「現
代語訳」をまとめ、両者を対比しながら検索して
みた。その結果、「ふみ」という言葉で「書籍（漢
籍）」を表している条は、以下のとおり７例見つけ
ることができた（判別しやすいように「」を加え
てある。以下同）。 
 （１）（はゝき木）おほとなふらちかくて「ふみ」
ともなと見給ふ（大殿油を近くに寄せて「漢籍」
などを御覧になる） 
 （２）（すま）さるへき「ふみ」とも文集なとい
りたる箱（しかるべき「漢籍」類、『白氏文集』な
どの入った箱） 
 （３）（うす雲）さま／＼の「ふみ」ともを御覧
する（さまざまの「書籍」を御覧になる） 
 （４）（をとめ）いかてさるへき「ふみ」ともと
くよみはてゝましらひもし世にもいてたらむ（何
とかして必要な「漢籍」類を早く読み終えて、官
途にもついて、出世しよう） 
 （５）（をとめ）四五月のうちに史記なといふ「ふ
み」はよみはて給てけり（わずか四、五か月のう
ちに、『史記』などという書物、読み了えておしま
いになった） 
 （６）（をとめ）「ふみ」もよまてなかめふし給
へるを（「漢籍」も読まないで物思いに沈んで横に
なっていらっしゃったが、） 
 （７）（若菜上）そのころよりはらまれ給にしこ
なたそくのかたの「ふみ」を見侍しにも又内教の
心をたつぬる中にも（そのころからあなたが孕ま
れなさって以来今まで、仏典以外の「書物」を見
ましても、また仏典の真意を求めました中にも）。 
 そして、「さうし」で「書籍（冊子）」を表して
いる条が 11 例、「巻物」が 1 例あった。 
 （１）（はつね）すゝりのあたりにきはゝしく「さ
うし」ともとりちらしたるを（硯のまわりが散ら
かっていて、「冊子」類などが取り散らかしてある
のを） 
 （２）（はつね）かなのよろつの「さうし」のか
くもん心にいれ給はん人は（仮名文字のさまざま
の「書物」の学問に、ご熱心な方は、） 
 （３）（むめか枝）「さうし」のはこ（「冊子」の
箱） 
 （４）いるへき「さうし」ともの（に入れるべ
き「冊子」類） 
 （５）（むめか枝）またかゝぬ「さうし」ともつ
くりくわへてへうしひもなといみしうせさせ給
（まだ書写してない「冊子」類を作り加えて、表
紙や、紐など、たいへん立派にお作らせになる） 
 （６）（むめか枝）みすあけわたしてけうそくの
うへに「さうし」うち置（御簾を上げ渡して、脇
息の上に「冊子」をちょっと置いて） 
 （７）（むめか枝）かの「さうし」もたせてわた
り給へるなりけり（あの御依頼の「冊子」を持た
せてお越しになったのであった） 
 （８）（むめか枝）「さうし」「巻物」みなかゝせ
奉る（「冊子」、「巻物」、すべてお書かせ申し上げ
なさる） 
 （９）（若菜上）こうはいにやあらむこきうすき
にあまたかさなりたるけちめはなやかに「さうし」
のつまのやうにみえて（紅梅襲であろうか、濃い
色薄い色を、次々と、何枚も重ねた色の変化、派
手で、草子の小口のように見えて） 
 （１０）かき給へる「さうし」ともかくし給ふ
へきならねはとうて給ひてかたみに御覧す（お書
きになった「冊子」類を、お隠しすべきものでも
ないので、お取り出しになって、お互いに御覧に
なる） 
 （１1）あしての「さうし」ともそ所／＼にはか
なうおかしき（葦手の「冊子」類が、それぞれに
何となく趣があった）。 
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 以上から窺えることは、「ふみ」は「漢籍」を表
し、「さうし」は「仮名で書かれた和書」というよ
うに両者を区別していたということである。 
 さて、「本」は、「手本」という使い方をしてい
る条が 11 例あった。 
（１）（わか紫）ことさらおさなくかきなしたまへ
るもいみしうおかしけなれはやかて「御手ほん」
にと人／＼きこゆ（殊更にかわいらしくお書きに
なっているのも、たいそう見事なので、「そのまま
「お手本」に」と、女房たちは申し上げる） 
 （２）（わか紫）この人をなつけかたらひたまふ
やか「てほん」にとおほすにや手ならひゑなとさ
ま／＼にかきつゝみせ奉り給（そのまま「手本」
にとのお考えか、手習いや、お絵描きなど、いろ
いろと書いては描いては、御覧に入れなさる） 
 （３）（わか紫）いまめかしき「てほん」ならは
いとようかいたまひてん（当世風の「手本」を習
ったならば、とても良くお書きになるだろう） 
 （４）（もみちの賀）「手本」かきてならはせな
としつゝたゝ外なりける御女をむかへ給ふらむや
うにそ覚したる（「お手本」を書いてお習字などさ
せては、まるで他で育ったご自分の娘をお迎えに
なったようなお気持ちでいらっしゃった） 
 （５）（藤はかま）此きみをなむ「ほん」とすへ
きとおとゝたちさためきこえたまひけりとや（女
性の心の持ち方としては、この姫君を「手本」に
すべきだと、大臣たちはご判定なさったとか） 
 （６）（むめか枝）やかて「本」にもし給ふ（そ
のまま「手本」になさる） 
 （７）（むめか枝）よろつめつらかなる御たから
物ともひとのみかとまてありかたけなる中にこの
「本」ともなんゆかしと心うこき給わか人よにお
ほかりける（何もかも珍しい御宝物類、外国の朝
廷でさえめったにないような物の中で、この何冊
かの「本」を見たいと心を動かしなさる若い人た
ちが、世間に多いことであった） 
 （８）（むめか枝）こともなき「手ほん」おほく
つとへたりしなかに（特に難点のない「手本」を
数多く集めていた中で） 
 （９）（むめか枝）侍従にからの「本」なとのい
とわさとかましきちんのはこにいれていみしきこ
まふゑそへて奉れ給ふ（侍従に、唐の「手本」な
どの特に念入りに書いてあるのを、沈の箱に入れ
て、立派な高麗笛を添えて、差し上げなさる） 
 （１０）（むめか枝）けふはまた手の事ともの給
くらしてさま／＼のつきかみの「ほん」ともえり
いてさせ給へるつゐてに御子の侍従して宮にさふ
らふ「本」ともとりにつかはす（今日はまた、書
のことなどを一日中お話しになって、いろいろな
継紙をした「手本」を、何巻かお選び出しになっ
た機会に、御子息の侍従をして、宮邸に所蔵の「手
本」類を取りにおやりになる。） 
 （１１）（若な上）したんのはこひとよろいにか
らの「本」ともこゝのさうの「本」なといれて御
車にをひて奉れ給（紫檀の箱一具に、唐の「手本」
とわが国の草仮名の「手本」などを入れて。お車
まで追いかけて差し上げなさる） 
 ここから窺えるのは、「本」が「書籍」と同義に
なったのは、「手本」「原本」という意味が転じた
ものではないかということである。『源氏物語』の
時代は、「書籍」は「手本」「原本」から書き写す
のが基本であった。このため「書籍」と「手本」
「原本」は同義となり、「手本」を縮して「本」と
なっていったと考えられる。 
 次に『徒然草』は、「徒然草 (吉田兼好著・吾妻
利秋訳)」26)のサイトが、自サイト内を検索でき
る機能を備えていたので、それを用いて検索して
みた。その結果は、「書」は 4 例、「籍」は 0、「本」
は 1 例であった。 
 （１）（第百二十段）「書」どもは、この国に多
く広まりぬれば、書きも写してん。 
 （２）（第百七十一段）「医書」に言へるが如し。 
 （３）（第二百十段）或「真言書」の中に、喚子
鳥鳴く時、招魂の法をば行ふ次第あり。 
 （４）（第二百三十二段）「史書」の文を引きた
りし、 
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 「本」は、ここでは『論語』を指している。 
 （１）（第二百三十八段）御本を御覧ずれども、
御覧じ出されぬなり。 
 この 1 例をもって断定することはできないが、
『徒然草』の時代になると、『源氏物語』ほど明確
に「手本」を指し示していない使い方をしている
ことは事実である。 
 次に『学問のすゝめ』は、「青空文庫」に掲載さ
れている全文を検索してみた 27)。 
 その結果、「書籍」が 1 例、「書物」が 2 例あっ
たことが特筆される。 
 「書籍」は、以下の 1 例。 
 （１）（十五編）「書籍」を買い、文房の具を求
めて、 
 「書物」は、以下の 2 例である。 
 （１）（初編）歴史とは年代記のくわしきものに
て万国古今の有様を詮索する「書物」なり。 
 （２）（二編）あるいは「書物」をも読まざるべ
からず。 
 その他、「書」は単独のものが 18 例、「翻訳書」
など組み合わせのものが 21 例で合計 39 例であっ
た。 
 「籍」単独は 0。「本」は以下の 4 例であった。 
 （１）（五編）『学問のすゝめ』はもと民間の読
本または小学の「教授本」に供えたるものなれば、 
 （２）（九編）蘭学事始』という「版本」を見る
べし 
 （３）（九編）ただ数巻の「学校本」を読み、 
 （４）（十二編）「写本」は葛籠に納めて 
 『学問のすすめ』が出版された明治初期には、
「書籍」「書物」「本」という言葉が同義の言葉と
して一般に認識されていたことがわかる。 
 このように「本」が「書籍」と同義になってい
った背景にあるのは、江戸時代に輩出した「物之
本」や「読本」「滑稽本」「洒落本」「人情本」、そ
して「絵草紙」の「赤本」「黒本」「青本」「黄表紙」
といった庶民向けの「本」の存在であったと考え
られる。 
 江戸時代には、実用書・教養書の「物之本」を
はじめ、上田秋成『雨月物語』や曲亭馬琴『南総
里見八犬伝』などストーリー性で読ませる「読本」
や、十返舎一九『東海道中膝栗毛』、式亭三馬『浮
世風呂』など庶民的な笑いを追求した「滑稽本」、
山東京伝『古契三娼』など遊郭での遊び方指南の
書である「洒落本」、為永春水『春色梅児誉美』に
代表される猥褻といわれた「人情本」など大衆的
な娯楽小説が続々と登場してきた。 
 そして、その一方で、「絵草紙」でも、「桃太郎」
「舌切り雀」などの昔話や絵解きを中心とした子
ども向け絵本の「赤本」、仇討ちや武勇伝をテーマ
にした青少年向け劇画の「黒本」、もともとは草の
汁を絞り染めした黄緑色の表紙だったものの、す
ぐに黄ばんで実際には黄色い表紙だったという、
恋愛小説などを扱った「青本」、そしてマンガのル
ーツといわれる大人向け戯作の「黄表紙」まで続々
登場した江戸出版文化の黄金期があったのである。 
 「書籍」が漢詩、漢文、和歌、雅文など知識人
が嗜むべき教養の「書」という意味合いが強いの
に対して、「本」は大衆娯楽的な「読み物」という
意味合いが強いということが言えるであろう。 
 
６．「書籍」の定義からみた「電子書籍」の将来像 
 「書籍」とは何かということについて、原点に
立ち返って検証してみた。これにより明らかにな
った「書籍」の定義は、「電子書籍」の将来像に何
を示唆しているのであろうか？ 
 第一に挙げられるのは、「書籍」の本質は「書」
にあるということである。そして、「書」は元 「々言
魂をその形のうちに定着させる力をもつ文字」を
意味し、そこから「重要な公文書を書き記すこと、
または書き記した公文書」を意味するようになっ
た。古代における「書」が、「言魂」のこもった「公
文書」を意味していたのに対して、今日、我々の
まわりでは、「言魂」を失った「公文書」や「書籍」
がどれほど夥しく氾濫していることであろうか？ 
「電子書籍」は今、この「書」の原点に立ち返っ
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て、「言魂」を備えた「書」の伝統を引き継ぐこと
ができるのか、それともますます「言魂」を失っ
た「公文書」や「書籍」の氾濫をもたらすものと
なるのかが問われているのではないかと思われる。 
 「書」は、記録媒体に依存しない言葉であり、
「簡」「帛」「紙」いずれを問わなかった。これは
今後、記録媒体が「電」すなわち「電子」に変わ
ることも可であることを示している。ただし、中
国では、402〜403 年に桓玄によって公的文書が
「紙」に統一されるまで、「簡」「帛」と「紙」が
併用される期間が約 300 年続いた。「紙」から「電
子」への移行においても、当面の間、「紙」と「電
子」の併用が続くと考えられる。そして、桓玄の
例が示しているように、政府が公的文書を「電子」
に統一するときが、「紙の書籍」から「電子書籍」
の時代に代わる大きな転換点となると考えられる。 
 次に「籍」であるが、「籍」は、元々「木簡、竹
簡を束ねたもの」を意味し、「紙」よりも長い歴史
を持つ「書」の記録媒体であった。そして、「紙」
よりも重く、持ち運びに不便であったために、「紙」
に取って代わられたが、「編集」という言葉を生ん
だことから窺えるように、情報を取捨選択し、並
べ替え、「書」に纏め上げてゆく機能を備えた、優
れた記録媒体であったということができる。 
 この「籍」における「編集」は、実際に「簡」
を取捨選択し、並べ替え、編むという形で行われ
たが、「紙」で同じことを行うのは物理的に困難で
ある。しかし、「電子書籍」であれば、こうした「編
集」を電子的に再現することが可能であり、今後
の「電子書籍」の制作、および閲覧において活用
される可能性は高いと考えられる。 
 そして、「書籍」と「本」が同義であることにつ
いて。今日、我々は「書籍」と「本」が同義のも
のであるとして何ら疑問を持たずにいるが、中国
語の「本」には「書籍」という意味がなく、両者
が同義になったのは日本においてであると考えら
れる。その過程を、奈良時代の『古事記』（712 年）、
平安時代中期の『源氏物語』（1001 年頃）、鎌倉時
代末期の『徒然草』（1330 年頃）、そして明治維新
直後の『学問のすゝめ』（1872 年）において検証
してきたが、その結果推測されることは、第一に、
「本」は写本の「手本」「原本」というように「書
籍」の原典を示す言葉として使われる始め、その
後、「手本」「原本」を縮して「本」と呼ぶように
なっていったということである。そして、江戸時
代に「物之本」「読本」「滑稽本」「洒落本」「人情
本」「赤本」「黒本」「青本」といったように、庶民
向けの「書籍」が「本」という名称で広く流通し
たことによって、「書籍」と「本」は同義であると
いう意識が定着していったと推測される。 
 ここで重要な点は、「書籍」が知識人の教養の
「書」という意味合いが強いのに対して、「本」は
大衆娯楽的な「読み物」という意味合いが強いと
いうことである 28)。 
 こうした「本」という言葉の持つ「軽み」と庶
民的なエネルギーは、「電子書籍」が普及し、活発
に活用される上で不可欠なものであり、その伝統
を継承していくことが重要であると考えられる。 
 
６．結論 
 これまで、「電子書籍」とは何かを歴史的に検証
し、次にその電子書籍の基となる「書籍」とはそ
もそも何であったのか、歴史を遡って検証してき
た。結論は以下のとおりである。 
 （１）「電子書籍」という言葉は、1998 年ごろ、
まず初めに米国で「eBook」という言葉が誕生し、
それを翻訳する形で誕生したと考えられる。 
 （２）現在、「電子書籍」は、「紙の書籍の電子
版」という意味で使われている。 
 （３）今後、「電子書籍」は、マルチメディア化、
クラウド化が進み、元々の「紙の書籍の電子版」
というものとは、相当異なったものになってゆく
と考えられる。 
 （４）「書籍」の元となった「書」は、元々「公
的に重要な事柄を書き記すこと、または書き記し
たもの」の意であり、記録媒体は「簡」「帛」「紙」
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いずれを問わなかった。これは記録媒体が「電」
すなわち「電子」に変わることも可であることを
示している。 
 （５）「籍」は、元々「簡（木簡・竹簡）を束ね
たもの」の意味であり、「籍」は「書」の媒体とし
て、「紙」よりも長い歴史を持っていた。「籍」は、
「編集」という言葉を生んだことから窺えるよう
に、情報を取捨選択し、並べ替え、「書」に纏め上
げてゆく機能を備えた、優れた記録媒体であった。
この「籍」の機能は、電子的に再現可能であり、
今後の「電子書籍」に活かされることは十分考え
られる。 
 （６）中国語の「本」には「書籍」という意味
はなく、両者が同義になったのは日本においてで
ある。写本の「手本」「原本」という意味から同一
視され、江戸時代に「物之本」「読本」「滑稽本」
「洒落本」「人情本」「赤本」「黒本」「青本」「黄表
紙」といった庶民向けの「本」が広く流通したこ
とによって定着した。この「本」の「軽み」と庶
民的なエネルギーは、「電子書籍」が普及し、活発
に活用される上で不可欠なものであり、その伝統
を継承していくことが重要であると考えられる。 
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